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第１回定例会の
主な日程議

員　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
東

京
駅
延
伸
が
実
現
す
れ
ば
、
沿
線
開

発
や
地
域
の
活
性
化
に
も
弾
み
が
つ

き
、
県
勢
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
羽

田
・
成
田
空
港
を
結
ぶ
都
心
直
結
線

の
整
備
構
想
も
進
ん
で
い
る
。
東
京

駅
延
伸
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

沿
線
の
一
都
三
県
か
ら
な
る

協
議
会
で
、
課
題
解
決
や
延
伸
に
向

け
た
協
議
を
行
う
一
方
、
国
な
ど
に

判
断
材
料
と
な
る
調
査
の
実
施
を
働

き
か
け
て
き
た
結
果
、
昨
年
十
一
月
、

国
か
ら
都
心
直
結
線
と
同
時
施
工
し

た
場
合
の
事
業
費
調
査
を
、
ま
た
鉄

道
会
社
か
ら
は
延
伸
を
想
定
し
た
需

要
予
測
調
査
を
実
施
す
る
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
今
後
も
、
関
係
都
県
と

の
協
議
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

 

通
学
路
の
安
全
対
策

議
員　

一
昨
年
の
緊
急
合
同
点
検
で

確
認
さ
れ
た
危
険
箇
所
の
解
消
は
ま

だ
道
半
ば
で
あ
り
、
昨
年
十
二
月
、

調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
お
お
む
ね

三
年
以
内
に
全
て
の
対
策
が
完
了
す

る
よ
う
提
言
し
た
。
安
全
対
策
の
実

施
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

対
策
が
必
要
な
千
八
百
九
十

箇
所
の
う
ち
、
今
年
一
月
末
ま
で
に

千
五
百
十
六
箇
所
、
約
八
割
で
対
策

を
講
じ
た
。
県
管
理
道
路
に
つ
い
て
、

歩
道
整
備
や
路
面
標
示
、
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
設
置
な
ど
の
対
策
を
進
め
る

ほ
か
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
、
防
災
・

安
全
交
付
金
な
ど
を
積
極
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
ま
た
、
交

通
安
全
教
育
の
充
実
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

本
県
は
犬
の
殺
処
分
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
一
位
で
、
不
名
誉
な
こ
と

で
あ
る
。
殺
処
分
を
減
ら
す
に
は
、

終
生
責
任
を
持
っ
て
、
飼
う
こ
と
が

基
本
だ
が
、
一
定
の
場
合
に
限
り
、

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
が
不
妊
去
勢
手

術
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

日
本
一
の
動
物
愛
護
県
を
目
指
し
、

い
か
に
取
り
組
み
を
強
化
す
る
の
か
。

知
事　

市
町
村
や
関
係
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
動
物
愛
護
意

識
の
向
上
や
適
正
飼
育
の
た
め
の
啓

発
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。
な

お
、
議
員
ご
提
案
の
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
で
の
不
妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
地
域
猫
活
動
※
に
限
る
な

ど
、
一
定
条
件
の
も
と
実
施
に
向
け

て
、
そ
の
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

 

茨
城
農
業
の
振
興

議
員　

米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
北

海
道
や
九
州
産
の
複
数
銘
柄
が
最
高

評
価
の
特
Ａ
を
獲
得
し
、
販
売
も
好

調
で
あ
る
。
一
方
、
茨
城
の
米
は
、

こ
こ
七
年
間
、
特
Ａ
の
評
価
を
得
て

お
ら
ず
検
証
が
必
要
だ
が
、
今
後
い

か
に
米
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
。

知
事　

特
Ａ
の
格
付
け
に
は
、
食
味

と
食
感
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
が
、

食
味
計
で
高
評
価
と
な
る
栽
培
指
導

に
偏
っ
た
た
め
、
食
感
が
軟
ら
か
く

な
っ
た
こ
と
が
特
Ａ
の
出
て
い
な
い

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
五
年
度

か
ら
モ
デ
ル
ほ
場
を
設
置
し
、
技
術

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
品
種

「
ふ
く
ま
る
」
に
つ
い
て
は
、
生
産

を
拡
大
し
、
早
期
に
市
場
で
の
高
い

評
価
の
獲
得
に
努
め
る
。

議
員　

真
の
国
際
人
と
な
る
に
は
、

語
学
力
に
加
え
、
自
国
の
伝
統
文
化

や
祖
国
へ
の
誇
り
を
身
に
付
け
る
必

要
が
あ
る
。
日
本
人
の
道
徳
性
を
英

語
で
紹
介
し
た
新
渡
戸
の「
武
士
道
」

は
、
高
校
生
が
国
際
社
会
で
日
本
人

の
精
神
文
化
を
発
信
す
る
時
の
手
本

に
な
り
、
そ
の
生
き
方
に
触
れ
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
こ
と

で
国
際
人
育
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

教
育
長　

新
渡
戸
の
「
武
士
道
」
や

彼
の
理
念
・
行
動
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
、
日
本
や
日
本
人

の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、

真
の
国
際
人
を
育
成
す
る
上
で
の
教

材
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。
例

え
ば
、
高
校
で
の
「
道
徳
」
の
教
材

に
、
そ
の
原
文
の
一
節
を
掲
載
し
、

あ
わ
せ
て
、
新
渡
戸
の
生
涯
も
紹
介

す
る
ほ
か
、
留
学
す
る
高
校
生
な
ど

に
英
文
で
読
む
こ
と
を
奨
励
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
車
両
盗
難
対
策
、
医
師

確
保
、財
政
構
造
改
革
な
ど
も
質
問
）

小川　一成 議員
いばらき自民党
守 谷 市 選 出  

一括方式

　

今
定
例
会
よ
り
、
皆
様
に
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま

し
た
。

　

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
及
び
予
算
特
別
委
員
会
の
生

中
継
の
ほ
か
、
録
画
で
過
去
の
記
録
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

な
お
、本
会
議
の
議
会
中
継
で
は
、手
話
通
訳
も
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
に
お
け
る
県
内
調
査
の
様
子
を
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ

に
お
い
て
配
信
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
録
画
配
信
を
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
で

実
施
し
て
お
り
、

県
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
録

画
配
信
の
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
議
長

の
活
動
記
録
や
県

議
会
キ
ッ
ズ
サ
イ

ト
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
県
議
会
を

知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
内
容
を
用

意
し
て
お
り
ま

す
。
県
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
一
括

し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め

る
方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

東
京
駅
延
伸
へ
の
取
り
組
み

日
本
一
の
動
物
愛
護
県
を

目
指
す
取
り
組
み

新
渡
戸
稲
造
の
﹁
武
士
道
﹂
に

学
ぶ
国
際
人
の
育
成

※【地域猫活動】…地域住民の認知と合意が得られている特定の飼い主のいない猫を、地域の問題としてとらえ、地域住民等が不妊去勢手術などをする活動。ことば

動物愛護フェスティバルでの犬のしつけ方教室

２
月
28
日（
金
）

　

小お
が
わ川　

　

一い
っ
せ
い成

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

（
民　

 　

主　

 　

党
）

３
月
３
日（
月
）

　

江え

だ田　
　

隆た
か
の
り記

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘

（
公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問（要旨）

　平成26年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月25日（火）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■２月28日（金）　 本　　会　　議
　３月３日（月） （代表質問・質疑）

■３月４日（火）　 本　　会　　議
　　　５日（水） （一般質問・質疑）

　　　６日（木）
　　　７日（金）
■３月10日（月）　 常 任 委 員 会
　　　12日（水）
　　　1�日（木）
■３月14日（金）　 本　　会　　議

（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月1�日（月）　 予算特別委員会
　　　18日（火）
■３月20日（木）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

県議会ホームページ  http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/


